
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
鍵を使用しないで施錠解錠ができる仮施錠機能と鍵を使用しなければ解錠できない本施錠
機能を組合せた錠前構造であり、

ことを特徴とする錠前装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、引戸の錠前構造に関するものであり、特に鍵を使用しないで施錠解錠ができ
る仮施錠機能と鍵を使用しなければ解錠できない本施錠機能を組合せた錠前構造である。
【０００２】
【従来の技術】
従来、建物や物置の引戸の錠前としては、鍵を使用して施錠したり解錠したりするのが一
般的であった。しかし物置などは夜間は鍵を掛けておくが、昼間は物を出し入れするたび
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鉤型部を操作部の背面空間部内上部に収納配置し、その
操作部を錠前本体の挿入凹部内にその錠前本体の前面と操作部の前面が仮および本施錠状
態においてほぼ同一平面をなすよう収納配置して、鉤型部の下端を錠前本体に所定角度揺
動可能に軸支すると共に所定角度の揺動を境に負荷の方向が切り替わるようバネで付勢し
て、かつ鉤型部の中央を操作部に所定角度揺動可能に軸支すると共に操作部のほぼ中央を
錠前本体に所定角度揺動可能に軸支することにより、操作部の揺動で鉤型部が起倒し、鉤
型部の先端に形成した鉤片が錠前本体の背面から出没し、錠前本体の上部に配置したシリ
ンダー錠で前記操作部の揺動を阻止あるいは容認する



に鍵をあけたり掛けたりするのが面倒で鍵を掛けずにいることが多く、そのため引戸を閉
じた反動で僅かに開いたり、物や人が引戸に接触して開いたり、子供の悪戯や強風で開く
というような問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
そこで本発明は、上記問題を解決するために、鍵を使用しないで施錠解錠ができる仮施錠
機能と鍵を使用しなければ解錠できない本施錠機能を組合せた錠前構造を提供することを
目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するため、請求項１の発明は、

【０００５】

【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１は、引戸Ｄ１、Ｄ２の重なり合った部分に設けた錠前Ａの斜視図であり、錠前Ａは前
面の引戸Ｄ２に嵌め込んだ本体１と、その本体１に揺動自在に軸支した操作部２と、その
操作部内に配置した鉤型部３と、本体１の上部で鍵を差し込んで回すシリンダー錠Ｓで構
成されている。この図の錠前Ａは解錠状態である。
【０００７】
図２は、引戸Ｄ１、Ｄ２から錠前Ａを取外した状態を示した斜視図であり、錠前Ａは操作
部２およびシリンダー錠Ｓを組み込んだ本体１を前面の引戸Ｄ２に形成した長円孔ｈ２に
嵌め込み、引戸Ｄ２の内側から当材４を被せて本体１と当材４で引戸Ｄ２を挟んだ状態で
止めねじ５で固定する。引戸Ｄ１には錠前の鉤型部３に対応する位置に角孔ｈ１が形成さ
れている。
【０００８】
図３は、錠前Ａを分解して示した分解斜視図である。錠前Ａは大きく分けて本体１と操作
部２と鉤型部３と当材４とシリンダー錠Ｓで構成されている。シリンダー錠Ｓは、鍵を差
し込んで回すことにより一緒に回転する施錠金具Ｓ１を後端部に配置し、その施錠金具Ｓ
１は一方向に突出した突出片Ｓ２を有する。
本体１は、前記シリンダー錠Ｓを上部に配置しその下に縦長の挿入凹部１ａを形成し前面
周縁にはフランジ部１ｊを形成している。前記挿入凹部１ａは上面から背面にわたる開口
部１ｃを形成し凹部内に板バネ支持部１ｇを設け背面にねじ孔１ｄを設け左右側壁１ｆの
上下位置に軸孔１ｈと１ｉを形成している。
【０００９】
操作部２は、前記本体１の挿入凹部１ａ内に嵌り込む形状であり背面には鉤型部３を配置
するための空間部が形成されている。また操作部２の前面壁２ｍの上下位置に僅かに凹部
を形成した押し部２ｎ、２ｎを設け、上壁２ｋは後端に掛止片２ｌを形成し、左右側壁２
ｂは背面下方部を切欠いて斜辺部２ｃを形成すると共に上下位置に軸孔２ｅ、２ｊを設け
、軸孔２ｅの下方部で左右側壁２ｂの後端から中央位置まで溝２ｄを形成している。本体

10

20

30

40

50

(2) JP 3621923 B2 2005.2.23

鉤型部を操作部の背面空間部内上部に収納
配置し、その操作部を錠前本体の挿入凹部内にその錠前本体の前面と操作部の前面が仮お
よび本施錠状態においてほぼ同一平面をなすよう収納配置して、鉤型部の下端を錠前本体
に所定角度揺動可能に軸支すると共に所定角度の揺動を境に負荷の方向が切り替わるよう
バネで付勢して、かつ鉤型部の中央を操作部に所定角度揺動可能に軸支すると共に操作部
の中央を錠前本体に所定角度揺動可能に軸支する構造とした。
そうすることにより、操作部の揺動で鉤型部が起倒し、鉤型部の先端に形成した鉤片が錠
前本体の背面から出没して、仮施錠または解錠状態となる。また錠前本体の上部に配置し
たシリンダー錠で前記操作部の揺動を阻止して本施錠の状態とする。

上記のように構成することにより、頻繁に引戸を開閉する時は操作部を押すことにより施
錠解錠をして、夜間や長期間使用しない時は鍵を使って施錠することができる。



１の軸孔１ｉから前記軸孔２ｊに軸Ｐ３を挿入して本体１の挿入凹部１ａ内に操作部２を
揺動自在に軸支する。また左右側壁２ｂおよび上壁２ｋを目立つ色の塗料あるいは蛍光塗
料また夜行塗料等で着色して後述する解錠状態であることを知らせる警告表示とする。
【００１０】
鉤型部３は断面く字形で中間部および下端部に軸孔３ｄと３ａを設け先端部に鉤片３ｃが
形成され、その鉤型部３を前記操作部２の背面空間部内に配置して軸孔２ｅから軸孔３ｄ
に軸Ｐ１を挿入し軸Ｐ１を中心に操作部２内で揺動自在に軸支し、軸孔３ａに挿入した軸
Ｐ２の両端を溝２ｄ内でスライド可能にすると共にさらに本体１の軸孔１ｈに挿入する。
【００１１】
鉤型部３の下端部と本体１の挿入凹部１ａ内に設けた板バネ支持部３ｂ、１ｇ間に湾曲し
た板バネＢを取り付けて鉤型部３と操作部２の揺動を制御する。
当材４は、前記本体１の後部およびシリンダー錠Ｓが収まる形状で、前面周縁にフランジ
部４ａが形成され、背面には鉤型部３の鉤片３ｃが出没するための角孔４ｃとシリンダー
錠Ｓの施錠金具Ｓ１を取付けるための開孔４ｂと止めねじ５の挿通孔４ｄが形成されてい
る。
【００１２】
図４は、引戸Ｄ１、Ｄ２を錠前Ａで仮施錠の状態としたことを示す縦断面図である。錠前
Ａは、本体１の上部にシリンダー錠Ｓが配置され、軸Ｐ３で軸支された操作部２はほぼ全
体が本体１内に収まった状態であり、引戸Ｄ２の板材をフランジ部１ｊと４ａで挟んで止
めねじ５で固定している。鉤型部３は倒れて鉤片３ｃが本体１の開口部１ｃおよび当材４
の角孔４ｃから突き出て引戸Ｄ１の角孔ｈ１にその先端を引掛けているので引戸Ｄ１、Ｄ
２は開閉が不可となる。このとき板バネＢは鉤型部３を軸Ｐ２に対して図面上時計回り方
向に助勢して仮施錠状態が外れることを防止している。
【００１３】
図５は、錠前Ａの解錠した状態を示す縦断面図である。操作部２の前面壁２ｍの下方に形
成した押し部２ｎを押すことにより操作部２は本体１内で軸Ｐ３を中心として図面上反時
計回りに回転し斜辺部２ｃが本体の背面壁に接し反対に上方が本体１から突き出た状態と
なる。ここで鉤型部３は軸Ｐ２で本体１に軸支され軸Ｐ１で操作部２に軸支されているの
で操作部２の回転により軸Ｐ２を中心として図面上反時計回りに回転して起き上がり開口
部１ｃ、角孔４ｃ、角穴ｈ１から外れた状態となるので、引戸Ｄ１、Ｄ２は開閉が可能と
なる。
【００１４】
なお「０００９」で述べたように警告表示として操作部２の周壁を目立つ色で着色してい
るので本体１から露出した部分がはっきりと見え施錠されていない状態であることが確認
できる。また操作部２の本体１から突き出した部分を引戸開閉のための手掛け部として利
用することもできる。
このとき板バネＢは鉤型部３を軸Ｐ２に対して反時計回り方向に助勢して図４の仮施錠の
状態に戻ることを防止しているが、操作部２の上方の押し部２ｎを押すことで簡単に仮施
錠の状態にできる。
【００１５】
図６は、錠前Ａの本施錠の状態を示す縦断面図である。図４の仮施錠の状態においてシリ
ンダー錠Ｓに鍵Ｋを差し込んで回すことによりシリンダー錠Ｓの後端の施錠金具Ｓ１が回
り横を向いていた突出片Ｓ２が下向きになるので、操作部２の下方の押し部２ｎを押して
も操作部２の上端の掛止片２ｌが前記突出片Ｓ２に当って操作部２は回転できず、鉤型部
３は解錠されない。
【００１６】
図７は、引戸Ｄ１、Ｄ２を有する組立物置Ｆに本発明の錠前Ａを取付けた状態を示す斜視
図である。
【００１７】
【発明の効果】
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揺動自在に軸支した操作部を押すことにより施錠解錠が出来るので、頻繁に引戸を開閉す
る時はいちいち鍵を使って施錠解錠をしなくても、閉じた反動で引戸が開いたり、物や人
が引戸に接触して開いたり、子供の悪戯や強風で開いたりすることが防止できる。また夜
間や長期使用しない時は鍵を使って確実に施錠することができるので安心である。
【００１８】

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の錠前を引戸に取付けた状態を示す斜視図
【図２】図１において引戸から錠前を取外した状態を示す斜視図
【図３】錠前の分解した状態を示す分解斜視図
【図４】仮施錠の状態を示す縦断面図
【図５】解錠の状態を示す縦断面図
【図６】本施錠の状態を示す縦断面図
【図７】錠前を取付けた組立物置の斜視図
【符号の説明】
Ａ…錠前
Ｓ…シリンダー錠
Ｄ１、Ｄ２…引戸
１…本体
２…操作部
３…鉤型部
４…当材
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また、操作部に力を加えて鉤部材を所定の角度まで揺動させると後はバネの作用により自
ら最終位置まで揺動するので、操作が不充分であっても仮施錠、解錠の途中で止まってし
まうという不具合が生じない。



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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